
都市計画法第３４条第８号川越市審査基準 

 

 政令で定める危険物の貯蔵又は処理に供する建築物又は第１種特定工作物で市街化区域

内において建築し、又は建築することが不適当なものとして政令で定めるものの建築又は建

設の用に供する目的で行う開発行為 

 

 本号で定める建築物等は、火薬類の貯蔵の用に供する火薬庫です。立地等については法律

に規定されていますので、審査基準はさだめません。 

 

 

（危険物等の範囲） 

政令第２９条の６ 法第３４条第８号の政令で定める危険物は、火薬類取締法（昭和２５年

法律第１４９号）第２条第１項の火薬類とする。 

２ 法第３４条第８号の政令で定める建築物又は第１種特定工作物は、火薬類取締法第１２

条第１項の火薬庫である建築物又は第１種特定工作物とする。 

 

火薬類取締法 

（定義） 

第２条 この法律において「火薬類」とは、左に掲げる火薬、爆薬及び火工品をいう。 

一 火薬 

イ 黒色火薬その他硝酸塩を主とする火薬 

ロ 無煙火薬その他硝酸エステルを主とする火薬 

ハ その他イ又はロに掲げる火薬と同等に推進的爆発の用途に供せられる火薬であっ

て経済産業省令で定めるもの 

二 爆薬 

イ 雷こう、アジ化鉛その他の起爆薬 

ロ 硝安爆薬、塩素酸カリ爆薬、カーリツトその他硝酸塩、塩素酸塩又は過塩素酸塩を

主とする爆薬 

ハ ニトログリセリン、ニトログリコール及び爆発の用途に供せられるその他の硝酸エ

ステル 

ニ ダイナマイトその他の硝酸エステルを主とする爆薬 

ホ 爆発の用途に供せられるトリニトロベンゼン、トリニトロトルエン、ピクリン酸、

トリニトロクロルベンゼン、テトリル、トリニトロアニソール、ヘキサニトロジフェ

ニルアミン、トリメチレントリニトロアミン、ニトロ基を三以上含むその他のニトロ

化合物及びこれらを主とする爆薬 

ヘ 液体酸素爆薬その他の液体爆薬 

ト その他イからヘまでに掲げる爆薬と同等に破壊的爆発の用途に供せられる爆薬で

あって経済産業省令で定めるもの 

三 火工品 

イ 工業雷管、電気雷管、銃用雷管及び信号雷管 

ロ 実包及び空包 



ハ 信管及び火管 

ニ 導爆線、導火線及び電気導火線 

ホ 信号焔管及び信号火せん 

ヘ 煙火その他前２号に掲げる火薬又は爆薬を使用した火工品（経済産業省令で定める

ものを除く。） 

（火薬庫） 

火薬類取締法第１２条 火薬庫を設置し、移転し又はその構造若しくは設備を変更しようと

する者は、経済産業省令で定めるところにより、都道府県知事の許可を受けなければなら

ない。ただし、火薬庫の構造又は設備について経済産業省令で定める軽微な変更の工事を

しようとするときは、この限りでない。 

２ 火薬庫の所有者又は占有者は、前項ただし書の軽微な変更の工事をしたときは、その完

成後遅滞なく、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。 

３ 都道府県知事は、第１項の規定による許可の申請があつた場合において、その火薬庫の

構造、位置及び設備が、経済産業省令で定める技術上の基準に適合するものであると認め

るときでなければ、許可をしてはならない。 

 

 


